
令和４年度の寄附金の主な活用事業 各コース活用事業の詳細はこちら ☞

１.安心して暮らせる福祉のまちづくりコース
活用額 1億3,095万円

活用事業内容
・浦佐福祉の家の耐震化工事
・介護人材確保緊急5か年事業
・出生率向上緊急5か年事業

３.豊かな自然づくりコース
活用額 2,447万4,000円

活用事業内容
・雪氷熱エネルギーの研究
・ふるさと里山再生整備緊急5か年事業

２.地域社会を支える人づくりコース
活用額 5,064万9,000円

活用事業内容
・送迎バス更新、三密対策のための増便
・小学校図書室にエアコン設置
・トミオカホワイト美術館の大規模修繕

４.安全・快適でうるおいのある生活ができる
まちづくりコース

活用額 8,505万8,000円
活用事業内容
・公共施設の消雪用井戸降雪検知器等設置
・店舗バリアフリー改装補助金
・市道や消雪施設の維持修繕

５.力強い産業のまちづくりコース
活用額 7,301万7,000円

活用事業内容
・南魚沼産コシヒカリの販売促進事業
・新卒者雇用促進事業補助金
・みんな住マイル、中古住宅改修補助金

８.市長におまかせコース
活用額 3,185万2,000円

活用事業内容
・上田雪国スポーツセンター整備
・庁舎照明器具LED化

南魚沼市ふるさと応援寄附金活用状況報告
令和４年度寄附総額 50億8,391万2,444円（16万3,519件）

いただいた寄附金は、お礼の品代や送料などの経費を差し引いた残りを「ふるさと応援活用基金」に積み立て、
以下の各事業に活用しました。６.あかるい自治のまちづくりコースの活用事業はありませんでした。
クラウドファンディングは「多世代交流拠点整備事業」として行いました。

令和４年度も南魚沼市を応援してくださる皆様から多大なるご寄附をいただきました。
いただいたご寄附の残額はふるさと応援活用基金に積み立て、今後の事業に使わせていただきます。
皆様からのご期待に応えられるよう、より一層努めてまいりますので、
引き続き南魚沼市への応援をよろしくお願い申し上げます。

１.安心して暮らせる福祉のまちづくりコース

２.地域社会を支える人づくりコース

３.豊かな自然づくりコース

４.安全・快適でうるおいのある生活ができるまちづくりコース

５.力強い産業のまちづくりコース

６.あかるい自治のまちづくりコース

７.国際大学応援と交流の推進コース

８.市長におまかせコース

クラウドファンディング

13億7,748万5,000円

4億4,899万2,000円

7億1,542万9,000円

2億763万1,000円

3億3,797万1,500円

4,002万6,944円

3,124万7,000円

19億1,963万8,000円

549万2,000円

寄 附 コ ー ス 寄 附 額



南魚沼市ふるさと応援寄附金活用事業紹介
１.安心して暮らせる福祉のまちづくりコース

介護人材確保緊急５か年事業（２年目）

市内介護サービス事業所への就職を促進し、離職の防止と居宅支援事業所の
安定的な経営を支援し、介護人材を確保するために次の 4 事業を行っています。

ケアマネスタートお祝い金
令和４年度の「介護支援専門員実務研修受講試験」に合格後、市内の居宅介護支援事業所で
介護支援専門員（ケアマネ）として勤務する人へお祝い金を支給します。

ケアマネエール支援金
市内居宅介護支援事業所の介護支援専門員（ケアマネ）へ継続支援金を支給し、
離職の防止と居宅介護支援事業所の安定的な経営を支援します。

新規・移住定住就職支援金
市内に住所を有し、市内の介護サービス事業所へ新たに介護職員として就職し、
継続して１年以上の勤務が見込まれる場合に、就職支援金を支給します。

カムバック支援金
市内の介護サービス事業所に介護職員として就職し、継続して１年以上の勤務が
見込まれる場合に就職支援金を支給します。

出生率向上緊急５か年事業（２年目）

めごちゃん祝い金
南魚沼市に誕生した子どもに、出生のお祝い金として「めごちゃん祝い金」を
支給します。
支給額：第１子１２万円、第２子１５万円、第３子以降２０万円

浦佐福祉の家の耐震補強工事

障がい福祉サービスの充実のため、「浦佐福祉の家」の耐震補強工事を行いました。

寄附講座及び環境整備補助事業

学校法人自治医科大学と協定を締結し、４名の常勤医師の支援を受けて地域医療の充実を図って
います。

医療のまちづくり実証実験

移動販売車による買い物支援サービス
(株)郵便局物販と連携し、コンビニエンスストアや
地元スーパーなどと共同で実施。
高齢化が進んでおり、日々の買い物に不便を感じている住民が
いることから、利便性の向上と地域住民の交流機会創出を
目的としています。



南魚沼市ふるさと応援寄附金活用事業紹介
２.地域社会を支える人づくりコース

小学校の図書室へエアコン設置

教育環境の改善のため、小学校の図書室へエアコンを設置しました。

バス更新整備事業

老朽化したバスの更新のため、塩沢中学校送迎バスとして中型バスを１台、
大和地域で使用するマイクロバスを２台購入しました。

三密対策のための通学バス運行事業

新型コロナウイルス感染症対策として、緊急的に通学バスの運行本数を増やし、
三密を避けながら子どもたちが安全に通学できるようにしました。

郷土の偉人「水島あやめ」を顕彰するための事業

郷土ゆかりの偉人の周知や情報発信のため、
水島あやめ映画「明け行く空」上映会を開催しました。
水島あやめは南魚沼市出身で、昭和初期のサイレント映画黄金期に
女性映画脚本家の先駆者として活躍しました。
その後は児童文学作家に転向し、数多くの創作小説・翻訳作品を発表。
全国の少年少女に愛読されました。

トミオカホワイト美術館の大規模改修

売店のエアコン取替工事と収蔵庫棚撤去工事を行いました。
トミオカホワイト美術館では上越市高田生まれの富岡惣一郎氏の油彩画『白の世界シリーズ』の
大作約500点を収蔵、常設展示。
作品の特徴は、自ら開発した黄変、亀裂、剥落のない白油絵の具「トミオカホワイト」と、
刀鍛冶に特注した長大ペインティングナイフで描きだされる、油絵とは思えない平滑、清澄、
魅力的な輝きを秘めた独特の白と黒の世界観にあります。
トミオカホワイト美術館は、「雪国に生まれた作品は雪国に還す」という画家の願いと
地元の協力を得て、1990年11月に八海山麓の地に開館しました。



南魚沼市ふるさと応援寄附金活用事業紹介
３.豊かな自然づくりコース

雪氷熱エネルギーの研究

雪氷熱エネルギーを新エネルギーとして普及促進させるための研究事業として、
雪の勉強会や調査・分析、パンフレットの作成などを行いました。

ふるさと里山再生整備緊急5か年事業（１年目）

里山が持つ水源のかん養や土砂流出などによる災害の防止など、公益的機能の向上や森林資源の
再生・保全のため、集落周辺の荒廃した里山整備に対して必要となる経費の90％を上限として
補助を行っています。
これにより、南魚沼市の水と緑の豊かな里山林の再生と、自然動物と程よい距離感を保ちながら
共生することをめざします。
この事業を活用した森林整備が進むことにより、地域住民に対して森づくりへの理解と協力を
得るための意識啓発や、集中的な除間伐などの実施により緩衝地帯が生まれることでの
鳥獣被害の拡大防止、さらには次世代林業の再生基盤づくりと中核的担い手となる人材の育成に
つながることも期待されます。

整備前 整備後

【住民の声】
・木が大きくなって日影が増えてしまい一部が休耕田になっていたが、
日当たりが良くなったので久しぶりに田植えができた。

・見通しが良くなったので、万が一サルやクマが出没しても
いち早く気づくことができるようになると思う。

・サルやクマの隠れ場所になっていたところが整備されたので、
安心して農作業ができるようになったし、子供を外で遊ばせられるようになった。

・鬱蒼としていた森林に光が入るようになって明るくなった。
自分の土地の境界を若手に引き継ぐのがやりやすくなった。

・森林整備して森がきれいになったので、ここで新しくイベントやお祭りを企画したり、
遊歩道として使って山に入る人間が増えるようにしたい。



南魚沼市ふるさと応援寄附金活用事業紹介
４.安全・快適でうるおいのある生活ができるまちづくりコース

建設業人材確保支援事業補助金

入札参加申込みなどに必要な資格を所有する技術者の確保を目的として、資格取得にかかる
費用に対して補助を行いました。
将来にわたる公共工事関連事業者の安定的な人材の確保と、建設業全体の品質向上をめざします。

子育て応援店舗等改装工事補助金

市内の施工業者によって飲食店、宿泊施設のバリアフリー改装工事を行う事業者に対して
補助を行いました。
市内中小企業などの事業活動を支援し、地域産業の活性化を促進するとともに、
子育て環境の充実と障がい者などの社会参加の促進を図ります。

工事前 工事後

消融雪施設維持管理事業

消融雪施設維持管理に必要な工事などを行いました。
消融雪施設とは、降雪時に道路の雪を消す消雪パイプに関連する
井戸・取水施設・制御施設・散水施設のことで、施設の維持管理は
冬期間に安全で快適な道路利用サービスを提供するために重要です。
市民生活に密接にかかわり、地元行政区などでも点検作業を
していただいています。

道路橋りょう維持補修事業

道路施設の補修や維持管理として、舗装や側溝等の修繕、除草、防護柵の設置・撤去などを
行いました。

【株式会社龍氣様】

段差をなくす
バリアフリー化工事

「今まで完全なバリアフ
リーの客室がなく、入口
側に畳の段差があった。
車椅子の方は何とかして
入れていたが、おひとり
での宿泊時を考慮すると
段差をなくしたかった。
障がいをお持ちの方には
喜ばれている。」



南魚沼市ふるさと応援寄附金活用事業紹介
５.力強い産業のまちづくりコース

南魚沼産コシヒカリの販売促進事業

南魚沼産コシヒカリをさらに周知するための取り組みを行いました。

農/KNOW THE FUTURE 第４弾

JAみなみ魚沼青年部を中心とした南魚沼管内在住の若手農業者の
全面協力のもとに実施する、次世代ならではの新感覚・新発想に
よる南魚沼産コシヒカリのプロモーション企画です。
南魚沼産コシヒカリの販売促進を始め、農業のすばらしさ、
従事する人々のカッコよさをPRすることにより、
「職業選択肢としての農業の推進」
「農業を契機とした南魚沼市への移住定住促進」
「観光業を始めとした市内各種産業の活性化」など、
農業全体、南魚沼市全体への効果の波及をめざします。
市内在住の若手農業者が自ら企画、演出、出演。撮影、編集、デザイン、
音楽なども南魚沼市を活動拠点とする若手クリエイター陣が担当。
南魚沼の次世代を担う人材がここに集結。まさしくオール南魚沼によるプロモーション企画です。

そのほか、首都圏の学校でのコシヒカリ出前授業や首都圏駅での映像放映・ポスター掲示、
キッチンカーでのコシヒカリ提供などを行いました。

新卒者雇用促進事業補助金

新型コロナウイルス感染症の影響で失業や雇い止め、就職内定取り消しなど、社会的に雇用が
危ぶまれる状況が発生しました。新卒者の就職促進と市内の事業者の人材確保を図るため、
新卒者を正規雇用した事業者へ補助を行いました。

創業支援補助金

創業支援事業計画に基づき実施する創業支援セミナーの受講を修了し、市内で新たに創業した人
に対して、100万円を上限に創業にかかった経費の1/2の補助を行いました。

中小企業研修受講料

市内の中小企業の人材育成を推進し、能力開発と技術力の向上を図るため、対象となる研修など
の受講料の補助を行いました。

みんな住マイル改修補助金

市民の住環境の向上と子育て世帯の定住促進を図るため、市内の施行業者が行う50万円以上の
住宅のリフォーム工事に対して、10万円（子育て世帯は15万円）の補助を行いました。

中古住宅リフォーム補助金

市民の住環境の向上と子育て世帯の定住促進を図るため、市内の施行業者が行う500万円以上の
中古住宅のリフォーム工事に対して、80～100万円の補助を行いました。



南魚沼市ふるさと応援寄附金活用事業紹介
８.市長におまかせコース

上田雪国スポーツセンター整備

市民の健康増進とスポーツ・レクリエーションの振興に寄与することを目的として、
旧第二上田小学校体育館をリノベーションし、「南魚沼市上田雪国スポーツセンター」として
生まれ変わりました。
床には人工芝を敷き、周りをネットで囲った南魚沼市初の屋内多目的運動施設で、
冬季や雨天時における野球やサッカーなどのスポーツの練習を実践的に行うことができます。

庁舎の整備

環境へ配慮した庁舎整備と省エネルギーへの取り組みとして、市役所本庁舎の議場及び南分館の
照明器具を、蛍光灯からLED照明へ交換しました。
塩沢庁舎南棟解体事前工事として、受電設備の改修を行いました。


